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『ある日のバッターボックス』という資料を通して， 

「『公平』とは何か？」について考えました！ 

『公平』とは，「全員が差別をしない」じゃなくて，一人一人が『公平』

と思ったら，それは『公平』であり，一人一人が『不公平』と思ったら，

それは『不公平』だと思う。だから，少年たちのやったことは，『公平』だ

と思う。 

『公平』とは，みんなが嫌な思いをせずに楽しめたりすることだという

ことが分かった。たとえ少し平等じゃなくても，みんなが楽しめればいい

と思った。 

『公平』というのは，みんなが納得できて，全員が楽しむことのできる

ことだと分かりました。筆者の思っている『公平』では，O 君は楽しめて

いなかった。しかし，少年たちの思っている『公平』では，O 君も楽しめ

ていたので良かったと思いました。 

たとえ体が不自由でも，障害があったとしても，できることがあれば，

他の子と一緒にやらせてあげた方が，その子の体にも心にもいいと思っ

た。 

差別をせず，みんなと同じように接することが『公平』だと思った。一

人も嫌な気持ちにさせないこと。不自由な人をもっと不自由にさせないこ

と。それが大切だと思う。 

みんなが公平にすると，どんな人でもスポーツ等を楽しむことができる

ことが分かった。公平に行動していくために，ルールを考えたり，そのル

ールを守ったりしていけたらいいなと思う。 

『公平』とは，みんなが賛成し，みんなが納得していて，みんなが楽し

めるようなことが『公平』だなと思いました。なので，これからもみんな

が納得し合えるようなルールをつくっていけたらいいなと思います。 

『中学生の道徳１ 自分を見つめる』

（出版：あかつき）より引用 
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